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1966 年 5 月の中国共産党中央政治局拡大会議から 1969 年 4 月の中国共産党第９回全国代表
大会までが、文化大革命における主段階であった。この段階では、毛沢東が大規模な大衆運動
を発動して党内闘争に参与させ、劉少奇ら一群の指導者幹部を攻撃した。 




















































                                                      
1 朱学勤「思想史上的失踪者」徐友渔編『1966：我们那一代的回忆』北京：中国文联出版公司、1998 年。
321～338 頁。 































                                                      
2 筆者による 1997 年の魏光奇へのインタビューによる。魏光奇「文革时期读书生活漫忆」北京：『首都师
范大学学报（社会科学版）』2003 年 12 月増刊「中国近现代史专辑」、160～164 頁。 


















1966 年 8 月から 9 月にかけて、紅衛兵の「四旧打破」運動において、学校図書館の蔵書が多
く焼却・廃棄された。しかし、公共の図書館の多くはそれまで同様、基本的な蔵書を維持して
いた。 









                                                      
3 朱学勤「“娘希匹”和“省军级”——文革读书记」もと上海『上海文学』1999 年第 4 期。朱学勤『思想史
上的失踪者』広州、花城出版社、1999 年、171～183 頁。 
4 筆者の 2000 年における趙京興へのインタビューによる。また趙京興に対する丁東のインタビューをおこ
した文章も参照。『寻访失踪的思想者』天津教育出版社、1996 年、134～142 頁に載せる丁東「冬夜长考」。 
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1970 年以後、公共図書館のほか、学校や大きな企業の図書館や図書室でも、一部の所蔵図書











1968 年、広州第十七中学の中学生だった王希哲は、上山下郷運動［68 年 12 月に始まる大規
模な学生下放運動］を前にして、読書欲をはらすために広東省社会科学院哲学研究所の図書館
に潜り込み、旅行カバンいっぱいの書籍を窃盗した。そのなかにはフォスター（W.Z.Foster）
の『国際社会主義運動史―三つのインタナショナル』［History of the three Internationals; the world 
socialist and communist movements from 1848 to the present の中国語訳］、『トロツキー自伝』［中











                                                      
5 金凤「血写的嘱托」、王申酉著、金凤・丁东編注『王申酉文集』所載、209・215・220 頁。筆者が 2001
年に王申酉の旧友である傅申奇に対しておこなったインタビューにもよる。1975～1976 年、傅申奇は上海
の青年労働者であり、図書館で王申酉と知り合って思想的な交流をした。 
6 王希哲『走向黑暗』（インターネット版）、第四章。本書は香港の民主大学出版社から 1996 年に出版され
た。 






























































                                                      
7 萧潇「文化革命中的地下读书运动」からの転載、インターネット雑誌『华夏文摘』「文革博物馆专集」（28）、
1997 年 10 月。 
8 筆者の 1997 年における魏光奇へのインタビューによる。魏光奇「文革时期读书生活漫忆」北京：『首都
师范大学学报（社会科学版）』2003 年 12 月增刊「中国近现代史专辑」160～164 頁。 
9 潘婧「心路历程——“文革中的四封信”」『中国作家』1994 年第 6期。転載が、徐晓主編『民间书信 1966-1977』
合肥：安徽文艺出版社、1999 年、68～81 頁にみえる。 
























1975 年 1 月、趙一凡およびいつも彼の所に出入りしていた十数人は逮捕されて投獄された。
この事件は山西・陝西・河北などにも飛び火したが、文革終了後に名誉回復された。趙一凡は
釈放後ふたたび、民間で主宰する文学雑誌『今天』の編集・出版に積極的に協力し後押しした11。 




11 徐晓「无题往事」、廖亦武『沉沦的圣殿』乌鲁木齐：新疆青少年出版社、1999 年、162 頁。警察方の資
料によると、1975 年 1 月、趙一凡の家宅捜査で、手紙類は 889 件、外国の古典的文学書のマイクロフィル
ム 46 枚、ネガフィルム 1 箱、文字テキスト写真 53 枚、アルバム１冊、スチール写真 303 枚、原稿 59 枚、
メモ 450 頁、ガリ版刷り 489 頁、文化大革命の各種印刷品 7 束（そのうち１束は装丁されて書冊になって
いた）、内部文献 1 束、内部刊行物 3束、「中央首長講話」2 束、文革の地下新聞 7 束、提要・調査提要・読
書メモ・農村問題研究などの材料、さらに紅衛兵の印章・自作の謄写版・カーボン紙など、全部を運ぶに























1973 年 11 月、彼らは「社会主義の民主と法制について」という論文を書き、「李一哲」と署
名、12 月上旬に毛沢東に郵便で送りつけ、ガリ版で出来後は友人たちに配布して意見を求めた。
1974 年 11 月には、この文章を簡略にして壁新聞にし、広州の繁華街に貼りだしたところ、も
のすごい数の人々がそれを見に来る大反響をもたらした。 
広州市党委員会と広東省党委員会は、これは反動壁新聞だと宣言、広東省委員会は大小百カ




12 印红标『失踪者的足迹——文化大革命期间的青年思潮』香港：中文大学出版社、2009 年、242～243 頁を
参照のこと。 
13 筆者の 1999 年における李正天へのインタビュー、および 2001 年における王希哲へのインタビューによ
る。ほかに王希哲の自伝『走向黑暗』（電子版）。 































                                                      
14 印红标『失踪者的足迹—— 间文化大革命期 的青年思潮』397～402 頁に詳論した。 
15 筆者の 2001 年における陳一諮へのインタビューによる。 




























し、時局の悪弊に対して非難した。1970 年 3 月、そうした言論が当局に見いだされ、共産主義
自修大学は「反革命組織」「反革命集団」と断定された。構成員のうち３人が「反革命」罪で死
                                                      
16 陈一谘「一片丹心照大千——纪念耀邦逝世十五周年」（2004 年 3 月 9 日）による。この文は、もとアメリ
カの『世界周刊』2004 年清明節号に発表され、次の頁に転載されている。 
http://www.dajunzk.com/huyaob.htm#_Toc120291060 





























                                                      
17 姬秉明「宁夏为惨遭林彪“四人帮”迫害的青年昭雪」『人民日报』1978 年 9月 29 日による。『宁夏日报』
1978 年 8 月 7 日も参照のこと。陈川「追求真理的青年」上访通讯编辑室编『春风化雨集』（下集）北京：
群众出版社、1981 年、63～73 頁。 
18 批判的な思想潮流については、印红标『失踪者的足迹——文化大革命期间的青年思潮』、507～547 頁を参
照のこと。 






























―1976)」の翻訳である。この論文は、2010 年 12 月に本研究所特別研究助成鈴木健郎グルー
プ「フランスと東アジア諸地域における近現代学芸の共同主観性に関する研究」が専修大学
神田校舎でおこなった印紅標教授の同タイトルの講演にもとづく（訳者はその講演で通訳を
















今回の印紅標教授の講演は本学において二度目であり、2008 年 12 月におこなわれた一度
目の講演の内容は、「中国における文革研究と文革の記憶」と題して、『専修大学社会科学研
究所月報』（第 559 号、2010 年１月）に鈴木健郎訳で発表されている。 
